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栗原市花山地区 地域おこし協力隊 活動報告誌 栗原市花山地区地域おこし協力隊

ちば　よしこ（千葉　喜子）

さわはた　まなぶ（澤畑　 学 ）

つつい　やすはる（筒井　保治）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
千
葉
喜
子
か
ら
写
真

展
開
催
の
お
知
ら
せ
で
す
。
三
年
前
に
花
山
に

住
み
始
め
、
お
も
に
移
住
定
住
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
つ
い
に
四
月
三
十

日
で
任
期
満
了
、
卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
花
山
の
皆
様
に
は
、
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
最
後
に
卒
業
制
作
展
と
し
て
、
私

が
こ
れ
ま
で
三
年
間
追
っ
て
き
た
「
か
が
や
く

女
性
た
ち
」
の
姿
を
お
さ
め
た
写
真
展
を
開
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
交
流
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て

　

く
り
こ
ま
高
原
駅
に
て
展
示
い
た
し
ま
す
！

　

女
性
た
ち
の
か
が
や
い
て
い
る
姿
を
一
挙
に

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
！

発 

行 

人

　

昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
栗
原
市
の
地
域
内
乗
合
デ
マ
ン
ド

交
通
は
、
１
年
ご
と
に
利
用
者
登
録
の
更
新
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

登
録
の
際
に
お
渡
し
し
た
利
用
者
登
録
証
（
黄
色
ま
た
は
ピ
ン
ク

色
の
カ
ー
ド
）
の
右
上
に
有
効
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　

有
効
期
限
ま
で
に
、
花
山
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ふ
る
さ
と

　
　

交
流
館
）
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
更
新
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＜場所・時間＞

・花山農山村交流センター
　（9:00～16:00）

・JRくりこま高原駅
　観光案内所内
　（6:00頃～23:00頃まで）

！

！

JR

乗
合
デ
マ
ン
ド
交
通
の
登
録
は

１
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す

有効期限が
書かれて
います！

利
用
者
登
録
の
更
新
の
際
に
持
参
す
る
も
の

①
利
用
者
登
録
申
請
書
（
花
山
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　

花
山
総
合
支
所
、
花
山
診
療
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
）

②
障
害
者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

③
登
録
料 

千
円
（
年
額
）

まちクリエイター in 花山
雪っこまつりは残念ながら中止でしたが…

　　　ワークショップを
行いました！

　

首
都
圏
や
仙
台
と
い
っ
た
都
市
部
に
住
む

若
者
に
栗
原
に
一
定
期
間
滞
在
し
て
も
ら
い

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
「
ま
ち
ク
リ
エ
イ

タ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

雪
っ
こ
ま
つ
り
は
残
念
な
が
ら
中
止
で
し

た
が
、
代
わ
り
に
石
楠
花
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
私
達
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
栗
原
産
の
木
材
を
使
っ
た
マ
イ
箸

づ
く
り
、
翌
日
は
カ
ラ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く

り
を
行
い
、
２
日
間
合
計
で
約　

名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

今
回
、
実
施
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
り
、
材
料
を
ご
提
供
い
た
だ
く
な
ど
多
く

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　

スポーツ

大会にて

2020年3月24日（火）～30日（月）

写真展
開催 ！

2020年2月15日（土）～16日（日）

120

カラーキャンド
ルづくり

16日（日）

マイ箸づくり15日（土）



令和元年度
西和賀むらづくりフォーラム

突撃！
～栗原市で活動する
　  地域おこし協力隊を紹介します～

　　　　　　　　　　　栗原市内では、花山も含め
　　　　　　　　　　計５つのテーマで、総勢１０
名の地域おこし協力隊が活動しています。
　花山以外の協力隊の活動を今月もご紹介します。
今月は、10月に着任したばかりの、農泊をテーマ　
にした協力隊の活動紹介です！

第１１話

〜春の準備の巻〜

　２月中を利用して、自然薯の芽出し用にトロ箱を
作ってみました。ついでに半端な木材があったので
作業机も作ってみたりしていました。
　畑も、たまねぎに追肥したり、今のうちから少し
ずつ耕しつつ種や育苗培土を用意しながら、これか
らの苗作りの準備を進めています。
　去年は苗を買ってくる
ことが多々あったのです
が今年は種から育てつつ
昨年よりも生産量・品目
ともに増やしていく予定
です。

福島県いわき市から視察

　引き続き、花山の取り組みを多くの方に注目して
いただいています！先月は、福島県いわき市の田人
 たびと）地域振興協議会の方々が、デマンド交通や
はなやまネットワークの取り組みについて視察する
ため来訪されました。

　栗原農業改良普及センター主催の栗原農業未来塾
にて、筒井が「地域おこし協力隊からみた栗原農業
の魅力」という演題でお話しさせていただきました。
　花山に移住するまでのきっかけや、実際に移住して
１年間住んでみて感じた
こと、まったく経験が無
い中から農作業を行って
みて感じたこと等々をお
話ししました。

2月21日
（金）

栗原農業未来塾
「次世代経営塾」

岩手県
西和賀町

講演 2月13日（木）沢内バーデン

官民連携による持続可能な地域づくりの展開
 ～「移住」をキーワードとした
　　　　　　小さな拠点形成プロジェクト～

　北上地方農林業振興協議会から依頼を頂戴し、
岩手県西和賀町にて、栗原市企画部定住戦略室・
鈴木敬係長と、はなやまネットワーク佐々木徳吉
事務局長とで、講演をしてまいりました。
　70名程の皆様に現在の取り組みを紹介させて
いただいたほか、西和賀町の協力隊とも交流。
また地元の女性陣が
米粉を活用したお料
理の試食会も開かれ、
他地域の「かがやく
女性」たちの活躍を
拝見することもでき、
大変良い機会でした。

　花山の皆様、こんにちは！栗原市農泊推進協議
会の地域おこし協力隊として、昨年の10月より着
任しました、狩野夏穂（かのなつほ）と申します。
　現在は協議会の構成団体である、（一社）くりはら
ツーリズムネットワークを拠点に活動しています。
着任当時は、岩手大学の大学院生で、栗原市のグリ
ーン・ツーリズムについての研究をしていました。
　主な業務として、体験プログラムの企画や運営、
リスクマネジメント講座の開催、民泊の開業支援
を行っています。
　今後、栗原市内の様々な方々とお会いし交流し
ていく中で、自分でも体験プログラムやツアーの
企画をしていきたい
です。栗原の魅力を
掘り起こし、PRして
いきたいと思います。

（


